
オリジナルのつるし
雛を作ってみよう
　つるし雛は昔から

伝わる形だ

けでなく、テーマを
決めてそれ

にまつわる飾りをオ
リジナルで

作るのも楽しみ方の
一つです。

　お子さんと一緒に
各家庭でい

ろいろな自分好みの
形を作って

楽しんでみてくださ
い。

材　料
胴体　　　　２枚
羽　　　　　４枚
くちばし　　１枚
目（ビーズ）　２個
わた　　　　適量

親子で一緒に
作ってみよう！

作り方

【くちばし】　
フェルト１枚

※布を切るときは型紙の外側に縫い代を５㍉残して切り取ってね。
※この型を使用する時はコピーしてから使ってね。

２枚の胴体を中表に合わせてくちば
しを挟み、縫い合わせます。

羽の位置を決めたら胴体に縫い合わ
せます。羽の向きで見た目も変わり
ます。

返し口より表に返してわたを詰め、
返し口を縫い絞ります。

黒のビーズで目を縫い付けたら、か
わいいひよこの完成です。

２枚の羽を中表に合わせて縫い、返
し口より表に反してわたを詰め、返
し口を縫い閉じる。これを２個作成。

そ
れ
ぞ
れ
の
形
に

　
　
　
込
め
ら
れ
た
思
い

さるっ子 とうがらし
ひよこ ハイハイ人形

ハイハイをたくさんす
ると丈夫に育つといわ
れ、子どもの健やかな
成長への願いが込めら
れています。

ピヨピヨと鳴くひよこ
にかけて「早くおしゃ
べりできるように」と
の願いが込められてい
ます。

衣類の虫よけに使われ
ていたとうがらし、娘
に「悪い虫がつかない
ように」との願いが込
められています。

猿を去るにかけて「難
が去る」「病が去る」「災
いが去る」との願いが
込められています。

座
ら
せ
た
と
き
に
安
定
す
る

よ
う
に
、
寄
せ
方
に
注
意
し

な
が
ら
縫
い
絞
っ
て
ね
。上手に作

る

ポイント
だよ！
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【胴体】　２枚
１枚は左右反転して使ってね。

返し口

くちばし位置

✂

【羽】　４枚
２枚は左右反転
して使ってね。 返し

口

ひ 

よ 

こ
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